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第 5章では 5.0で VR構文が構成する使役の論理構造を形式意味論の立場から分析することを
明らかにし、5.1 で VR の基本的特徴について、5.1.1 で「VR の結合レベル」を、5.1.2 で「VR
の目的語」を、5.1.3で「Vと Rの動詞タイプ」を、5.1.4で「VRの使役義」に下位区分して明
らかにしている。5.2 では「VR の分類と論理構造」を、5.3 で「他動型 VR の論理構造」につい
て述べ、5.3をさらに 5.3.1対格タイプ、5.3.2能格/非対格タイプに下位区分して説明している。
5.4 で「自動型 VRの論理構造」を、5.4.1 自動詞の種類、5.4.2自動型 VR の三つのタイプに下
位区分し、5.4.2をさらに 5.4.2.1非能格タイプの論理構造、5.4.2.2一項能格タイプの論理構
造、5.4.2.3V←Rタイプの論理構造に下位区分して説明している。そのうえでさらに 5.5で「動
詞コピー形式の VR」を、5.6で受動者主語の VRについて考察している。 
第 6章では 6.0の「はじめに」で R・モンタギューの PTQの枠組みに「語彙分解」の手法をと
りいれて、範疇文法とタイプ理論に基づき、ラムダ演算を組み合わせた高階の述語論理を用いる
ことを明言する。6.1 では「モンタギュー意味論と PTQ」について、6.1.1 形式意味論における
論理言語、6.1.2PTQ の基礎的枠組み、6.1.3 構成性の原理、6.1.4 内包と外延、6.1.5「意味公

































第五に第 4 章の「VR の項整合と意味構造」では配価理論をベースとした袁毓林（2001）の項整
合の三種のタイプについてより厳密な論理式で表記し、詳細な説明を施したことである。 
第六に第 5章「VRの特徴と論理構造」において VRの論理構造を「他動型 VRの論理構造」と「自
動型 VR の論理構造」に区分し、前者を二種のタイプに後者を三種のタイプに分けて独自の考え方
を提示したことである。 
第七に第 6 章「モンタギュー意味論による使役文の分析」では R・モンタギューの内包論理と
D.Dowtyの語彙分解の技法をベースに範疇文法とタイプ理論に基づき、ラムダ演算を用いて中国語
の使役文の論理構造を明示することに成功したことである。 
横山昌子氏の本論文の特徴は第一に各章が関連しながら記述されていることである。第二にそれ
ぞれの章が基礎知識から高度な理論の展開まで明解に記述されていることである。第三に先行研究
の結果を評価しながらも、その成果のどの部分を自分の論文に生かしたかを明示していることであ
る。第四にこれは特に第 6章に典型的であるが、問題解決のために参考資料を渉猟し解決するまで
考察を持続したことである。 
以上、横山昌子氏の博士学位論文を精査し、博士学位論文審査口頭試問委員会における審査委員
各位の評価、質疑応答の内容に鑑み、また学位論文公聴会における横山昌子氏の真摯な研究発表お
よびその後の活発な議論を参考にして審査した結果、横山昌子氏のこの論文が博士（文学）の学位
を受けるに十分な資格を有すると判定した。 
 
 
